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滋賀銀行 ポジティブインパクトファイナンス 2025年 8月 29日  

 

サンヨーホームズ株式会社 サステナブルファイナンス本部 

 担当アナリスト：石井 雅之 

 
格付投資情報センター（R&I）は滋賀銀行がサンヨーホームズに対して実施するポジティブインパクトファイナンス

について国連環境計画・金融イニシアティブ（UNEP FI）が制定したポジティブインパクト金融原則（PIF 原則）に適合
していることを確認した。 

R&I は別途、滋賀銀行のポジティブインパクトファイナンス実施体制が PIF 原則に適合していることを確認してい
る 1。今回のファイナンスに関して滋賀銀行の調査資料の閲覧と担当者への質問を実施し、実施体制が本件に適
用されていることを確認した。 

滋賀銀行が実施するインパクトファイナンスの概要は以下のとおり。 
 

(1) 対象先 

社名 サンヨーホームズ株式会社 

所在地 大阪府大阪市 

創業 1969 年 2 月       

資本金 59 億 4,516 万円 

事業内容 住宅・不動産・ライフサポート等 

売上高 455 億 1,833 万円（2025 年 3 月期・連結） 

従業員数 763 名（2025 年 3 月時点・連結） 

 

(2) インパクトの特定 

滋賀銀行は対象先の事業内容や活動地域等についてヒアリングを行い、バリューチェーンの各段階において
発現するインパクトを分析し、特定したインパクトカテゴリを SDGs に対応させてインパクトニーズを確認した。また、
環境省が策定した「インパクトファイナンスの基本的考え方」に示された日本国内のインパクトニーズマップを参
照し、融資先の事業に関連する SDGs の取り組みは重要性が高いことを確認した。 

 

(3) インパクトの評価 

滋賀銀行は特定したインパクトの実現を測定できるようインパクトの内容を整理して KPI を設定した。ポジティブ
インパクトは SDGs 達成に寄与する取り組みとして追加性があると判断した。また、滋賀銀行が掲げる重点課題
（マテリアリティ）と方向性が一致することを確認した。 

 

 

                              
1 2021 年 9 月 28 日付セカンドオピニオン「滋賀銀行 インパクトファイナンス実施体系」 

https://www.r-i.co.jp/news_release_suf/2021/09/news_release_suf_20210928_jpn_06.pdf 

https://www.r-i.co.jp/news_release_suf/2021/09/news_release_suf_20210928_jpn_06.pdf
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① 環境にやさしい住まいづくり 

インパクトの種類 社会的側面のポジティブインパクトを増大 

環境的側面のネガティブインパクトを抑制 

インパクトカテゴリ 「住居」「気候の安定性」「資源強度」 

関連する SDGs 

  

内容・対応方針 ・効率的な設計・施工方法の開発、顧客への啓発活動などによる環境に配慮し

た住宅・マンション（ZEH・ZEH-M）の普及促進 

KPI と目標 【KPI】 

戸建住宅・集合住宅（ガレージハウス除く）・マンション（共同事業物件を除く）の

ZEH・ZEH-M の比率 

 

【目標】 

戸建住宅・集合住宅 毎年度 90%以上 

マンション        2028 年度までに 100% 

 

（直近実績）  

戸建住宅：2024 年度 95%、2023 年度 97%、2022 年度  99% 

集合住宅：2024 年度 98%、2023 年度 93%、2022 年度 100% 

マンション：2024 年度 80%、2023 年度 67%、2022 年度   0% 

 

② 安全・安心な暮らしの実現 

インパクトの種類 社会的側面のポジティブインパクトを増大 

インパクトカテゴリ 「健康と安全性」 

関連する SDGs 

  

内容・対応方針 ・ロボットやセンサーが導入しやすい設計など、高齢者の生活支援を目的としたロ

ボットが活躍できる住環境の整備 

KPI と目標  

 

【KPI】 

HCPS（Human-Cyber-Physical Space）融合人協調ロボティクスの社会実装技術

の開発（※） 

 

【目標】 

2025 年度：生活空間での実証を踏まえた社会実装技術の評価の実施 

2027 年度：国内外 10 拠点以上での社会実装・実運用の開始 

 

※2023 年に内閣府から『超高齢社会における世代を超えた人々が直面する社

会課題の解決に向けた HCPS 融合人協調ロボティクスの社会実装技術開発』

プロジェクト実施先として採択され、藤田医科大学とトヨタ自動車と共同で取り

組んでいる 
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③ 多様な人材の活躍 

インパクトの種類 社会的側面のポジティブインパクトを増大 

社会的側面のネガティブインパクトを抑制 

インパクトカテゴリ 「雇用」「ジェンダー平等」「健康と安全性」 

関連する SDGs 

  

内容・対応方針 ・短時間勤務制度および休暇制度の拡充などによる、多様性のある職場環境づ

くりとワークライフバランスの推進 

KPI と目標 【KPI】 

①女性採用比率 

②有給休暇取得率 

 

【目標】 

①毎年度 35%以上 

②2028 年度までに 65%以上 

 

（直近実績） 

①2024 年度 35%、2023 年度 13%、2022 年度 14% 

②2024 年度 58.3%、2023 年度 53.7%、2022 年度 50.2% 

 

 

(4) モニタリング 

滋賀銀行は対象先の担当者との会合を少なくとも年に 1 回実施し、本 PIF で設定した KPI の進捗状況につい
て共有する。日々の営業活動を通じた情報交換も行い対象先のインパクト実現に向けた支援を実施する。 

 

以 上 
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